第１回農林水産部所管施設指定管理者選定委員会(議事録) 〔公開用〕

１　開会

○ 進行
ただいまから、第１回岩手県農林水産部所管施設指定管理者選定委員会を開催いたします。開会に当たりまして、菊池副部長兼農林水産企画室長から御挨拶を申し上げます。

○ 菊池副部長兼農林水産企画室長

農林水産部副部長の菊池です。本日は、大変お忙しい中、たいへんありがとうございます。

農林水産部が所管しております施設の指定管理者については、これまで県庁全体の流れに則って指定管理者制度を導入して管理運営を行ってまいりましたが、御承知のとおり、昨年３月11日に発生しました東日本大震災津波により、たくさんの施設が被害をこうむりました。結果的として現在指定管理を行っていない状態になっております。
これらの施設は現在復旧に努めているところですが、このうち比較的被害が少なかった「種市漁港海岸休養施設」、これは県北・洋野町にある施設でございますが、この施設については平成25年４月までには主要施設の復旧が完了し、施設の供用を再開できる見込みに至っておりますことから、再度指定管理者制度を導入しようとするものであります。

本日は、その基本方針と募集要項について御協議いただく予定としておりますが、途中中断期間はあったものの、これまで適正に指定管理者制度を運用してきているという実績もございますので、それほど難しい御議論にはならなくて済むのではないかと事務局の方では考えております。

最終的には県議会の議決が必要となるものでありますが、候補者の選定に当たっての客観的、公正な立場での審査というのがこの場の役割になっておりますので、委員の皆様の御指導、御協力のもとに進めてまいりたいと思いますので、御協力をよろしくお願いします。本日はよろしくお願いいたします。　

○ 進行
議事に入ります前に、私の方から委員を御紹介させていただきます。

（委員紹介）
次に、本日出席しております事務局の職員を紹介させていただきます。
　 （事務局職員の紹介）
次に、委員長、副委員長の選出を行います。
（委員長及び副委員長を選出）
以後、議事進行につきましては、『設置要綱』第５第３項の規定により委員長にお願いいたします。恐れ入りますが、委員長は、委員長席に御移動をお願いいたします。

２　議題

　(1) 種市漁港海岸休養施設への指定管理者制度導入（再開）について
○ 委員長

    　議事に入ります。まず、最初に議題の「種市漁港海岸休養施設への指定管理者制度導入について」、事務局から御説明をお願いいたします。

○ 事務局
　　（資料№１「指定管理者制度の概要」、資料№２「農林水産部所管施設に係る指定管理者制度の導入について」、資料№３－１「岩手県立種市漁港海岸休養施設の指定管理者制度導入（再開）にあたっての基本方針（概略版）」、資料№３－２「岩手県立種市漁港海岸休養施設の指定管理者制度導入（再開）にあたっての基本方針」、資料№３－３「基本方針参考資料」を説明）

○ 委員長

    　 ただいまの説明に対し、質問等はありませんでしょうか。

○ 委員
私も種市では一度、地元の食材をいろいろ使われていると聞きまして、夏でしたか、海藻とかウニとか味わわせていただきまして、たいへん素晴らしい所だと思っております。

25年度から供用するということですが、工事は今進んでいるのでしょうか。
○ 事務局
先日契約いたしまして、鋭意、これからです。

○ 委員
今年度中にはもう終了するのですね。
○ 事務局
一部舗装とかは残るかもしれませんが、（来年の）夏場までには復旧したいと考えております。
○ 委員

私も従来からここの施設は洋野町の、特に夏場を中心とする観光・地域活性化の核となっていましたので、今回の被災を受けて他にもいろいろと大変な作業が多い中で、来年４月から再開できる見通しというのは、県に対してお礼申し上げたいと思います。
そういった中で、只今御説明いただいた内容は、先ほど副部長さんから御説明いただいたとおり、従来の継続ということですので特に今どうこうという問題はないと思うのですが、２点ほどお聞かせ願いたいのですが、指定管理者の募集方針のところで、これまで洋野町が管理されてこられた中で、民間というか他の団体の動きというか、こういったものをやってみたいというようなところは、いまだないという風に解釈すればよろしいのでしょうか。
○ 事務局
そういった話は全くなかったのですが。
○ 委員

競争原理からすると、複数あった方がいいのかなと思うのですが、これまでの経緯等、洋野町が主体的に（管理）というのはそれはそれで結構なのですが、もし他の団体もあれば教えてほしいのですが。現在のところはないということですね。
○ 事務局
資料№３－３の参考４のイベントの中で、ウニまつり、花火大会、屋台村とか、洋野町または観光協会が主体となってやっている行事がほとんどでありますので、今まで洋野町以外に施設の管理運営主体というのはない状態でございます。
○ 事務局
今回非公募で洋野町にお願いするということで事前に何度か打合せはしていますが、その中で洋野町の管理している施設の話も聞いたのですが、そういったところも民間はないというのが地元の状況です。
それからこの施設の特殊性としまして、施設自体が、使用料を上げてその収入で賄える施設でないもので、簡単に言ってしまうと収支バランスがなかなか取れる施設ではなくて、全国的にもこうした海浜公園いくつかありますが、設置した経緯等を踏まえたうえで、地元市町村など要望されたところがいくらか手出ししてでも、地元の観光資源として重要な役割を果たすということでやっていただいているところがほとんどでございます。そういった意味からもなかなか民間の手が挙がりづらいという施設の特殊性はございます。
○ 委員

わかりました。それで今の話と関連するんですが、（資料№３－１の）６番の経費のところで、先ほど管理費としては概ね240万円弱ぐらいという説明があったんですが、実際はその中で利用料というのはどの位上がっているんでしょうか。
○ 事務局
平成20年度から22年度までの３か年平均で、大体収入が1,024千円となっております。大きなところでは、キャンプ場から得られる収入が365千円、シャワーの使用料が248千円、ロッカールームの使用料が33千円、自動販売機の使用料が378千円といった内訳になっております。収支で言いますと、支出で大体240万円弱のところ収入が100万円ちょっとですから、100万円ほどは洋野町から管理費を捻出していただいている状況です。
○ 事務局
（種市海浜公園には年に）人が30万人ほど来ますので、この施設だけでなく全体的に、町にとっては経済的な効果があるということでございます。
○ 委員

確かに管理費の実績をみると人件費が38千円しか計上されていませんし、実際のところはそういった面はかなり町が管理費の実績以上のものを負担されているのかなと想像できますね。
それから、（資料№３－３・参考３の）利用者の実績のところをみると、ここでカウントされているのは海水浴客の数字だけが入っていると見受けたのですが、そのように解釈してよろしいでしょうか。
○ 事務局
海浜公園自体は20万人から30万人が入り込んでおります。そのうち、１万人から１万４千人が海水浴客です。
○ 委員

今回の指定管理施設というのが、先ほどお話しのあった（シーサイドハウス等）４つ５つ位の施設ということなので、それに関係するのが海水浴客ということで利用客はこのように押さえているということでよろしいでしょうか。
全体の人数（20数万人）からすると、もっと（海岸休養施設の）利用者数を増やしてもいいような気もするのですが、ではどこで捉まえるかというのも難しいということでしょうか。
○ 事務局
センターハウスを使っていただければ料金が上がるのですが、浜にだけ来て帰っていただくというのが多いと思います。
○ 委員長

それでは、今、事務局から説明がありました種市漁港海岸休養施設については、引き続き指定管理者制度を導入していくこととし、指定管理者の候補者の選定に向けて進めていくことに御異議ないでしょうか。

（異議なしの声）

御異議がないようですので、引き続き指定管理者制度を導入することとし、指定管理者の候補者を選定することとします。

　(2) 指定管理者募集要項等について

　　　それでは、（2）の「指定管理者募集要項について」、事務局から御説明をお願いします。

　　　

○ 事務局
　　（資料№４「種市漁港海岸休養施設指定管理者募集要項（案）」を説明）

○ 委員長

ただいまの説明に対し、質問等ございませんでしょうか。

　　 

○ 委員

先ほども説明ございましたが、手出しが多いこともありますし、自主事業を今回初めて導入されたとのことですが、今までやってこられた中で特に洋野町の方から自主事業について積極的な提案だとかお考え等があるものなのか、あるいは県の方でこういうのをやって少し収入を増やしたらどうかということで入れたのか、そこら辺のお考えを聞かせていただければ。
それからもう一点ですね、災害時の対応なんですが、特に今回のこと（津波）を受けて、特にここは夏場利用する施設で海水浴客が多い、海辺を楽しむ施設ですので、幸い３月11日は寒い時期で良かった訳ですけれど、真夏の場合はとんでもないことにおそらくなる可能性が高い。従来もそういった時の連絡網をきちんとすることとか何とかということを書いていたと思うんですが、もう一歩踏み込んで、今回の（津波の）ような事態を想定したうえで、どこまで指定管理者に責任を負わせるというか、やっていただくかという線引きも難しいと思うんですが、特に今の要項の中では、具体的にこういったことまでやれということは書いておられないのですが、そこら辺のことについては、事業計画書の４番に災害について書く欄がありますので、そういったところで記述してもらえればいいとお考えなのか、そこら辺２点をお聞かせ願います。
○ 事務局
一番目の自主事業の導入経緯について説明させていただきます。
これは今回、県の方から洋野町に提案するかたちで追加させていただきました。手出しがあるというところで、少しでも収入を上げられればというところもございました。ただ、自主事業、施設を使ってイベントを開催すること自体は、今までも洋野町独自にやっていたのですが、それで仮に収入を上げた時に町の収入にして良いという裏付けが今までなかったので、それを今回明文化することによって裏付けを作るというところがございます。あとは当然のことながら、施設の利用を上げるという意味もございます。
○ 事務局
災害につきましては、県の施設でありますけども洋野町の観光資源ということでやっておりまして、洋野町もいろいろなイベントもやっておりますので、応分の負担は仕方がないと多分思っているとは思いますが、施設が壊れたとか、事故が起きた時には、県北水産部の担当がございますのでそちらと協議しながら進めたいと思っております。
○ 委員

今、委員が聞いた趣旨は、震災などの時の避難とか、利用者の保護のようなことを謳わなくて良いのかということでは。
○ 事務局
すぐ後ろに12mの防潮堤があり、今回の津波は越えなかったのですが、避難路とかそういったものを表示しておりますので、そこら辺を町と協議しながら、誘導できるようなシステムをこれから、今までもやっておりましたが、整備したり周知したりしたいと思っております。
○ 委員

必ずしも施設にいる人だけがやることではないので、それぞれ町、県の立場で避難路の整備をしたり、避難誘導のための看板を作ったりということもあるんでしょうけれど、現実にはそこで管理する方が常駐されているとすれば、やっぱりそういった人が一番は利用者の方に何かを働きかけることも必要だと思うので、そういったようなところも先ほど申しましたとおり計画書かどこかのところできちんと謳うようにしておく必要があるのかなと思います。
○ 事務局
海水浴のシーズンにつきましてはもちろん監視員もいますし、センターハウスの中にはスピーカー設備もございますので、それらで呼び掛けたり、またイベントもありかなりの広範囲に人が入って来ることなので、そこら辺は町とよく相談して体制を整えたいと考えております。
○ 委員
重要な指摘だと思いますので、この募集要項に謳うのかどうかわかりませんが、洋野町（の指定管理）におそらくなるのでしょうから、是非よろしくご指導していただきたいと思います。
私の方から形式的なことをお話ししたいのですが、非公募ということで、基本的にはそれでよろしいかと思うのですが、以前は確か、募集したところ結局応募してきたのが一つしかありませんでしたということで決めていたことが多かったんじゃないかと記憶するんですが、震災の後ということもあってこういう格好にされたんだろうと思いますが、今回、特別なやり方をとられたのでしょうか。
○ 事務局
　今回、非公募という方針であって、さらに募集要項というスタイルをとっているんですけれども、この洋野町の海浜公園に限っては、施設の特殊事情もあるということで、一回公募を出してから（応募者が）誰もいなくて（改めて）お願いするやり方ではなく、初めから洋野町にお願いするというスタイルは、前回、前々回とも変わっていないです。一点変わっているのは、募集要項を整理したことで、手続きとして非公募であるけれども、こういった流れ、基準でもって選定されるという過程の透明性を図るという意味で、募集要項を作ったところです。
○ 委員長

他には質問等ございますでしょうか。

それでは、先ほど委員からお話しのあった災害時のリスクコミュニケーションについて書いていただくこととして、基本的にはこの募集要項でよろしいんじゃないかと思いますので、この内容で委員会としては了解することとしてよろしいでしょうか。

（異議なしの声）
それでは、この内容により募集をお願いします。
○ 委員長

以上をもちまして、協議事項は終了となりますが、全体につきまして質問や意見があれば、お願いいたします。

○ 事務局
先ほどの災害時の対応ですが、募集要項の14ページの事業計画書の中に「災害時その他緊急時の体制」について書いていただくこととなっておりますので、その中でしっかりとした体制を整えたいと考えております。
○ 事務局
（資料№４・13ページの）リスク分担表の中に「不可抗力」という項目がございまして、その中に自然災害の状況も含まれておりますので、ここをちょっと広く読んで、この中でお互い協議というところで、県の方から災害時の利用者に対する取扱いなどを含めて何かしらできる形で整理したいと思います。
○ 委員長

それでは、これで議事を終了いたします。事務局に進行をお返しします。

３　その他

○ 進行
委員長、ありがとうございました。

「その他」でございますが、次回以降の選定委員会のスケジュール等についてご説明申し上げます。

○ 事務局
（次回委員会開催予定につき説明）
４　閉会

○ 進行
それでは、これをもちまして、第１回岩手県農林水産部所管施設指定管理者選定委員会を終了します。たいへんありがとうございました。次回の選定委員会についてもよろしくお願いします。
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